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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・9/24(水)グループ内研修17：20～18：00　場所:メンタルケア3Ｆ　対象:看護･介護スタッフ
・10/1(水)看護学生実習（青陽館）

・砂丘の足跡で依頼が来ている方は9/26(金)〆切

・10/7(火)8(水)第4回法人研修17:30～18:30
場所:メンタル病棟4階　メモリアルホール　講師:三浦 綾PSW
テーマ:｢精神保健福祉法関連（人権）～人権擁護に基づいたサービス提供～｣
・「統合失調症のメタボリック症候群予防に関する研究」について。期間：H26年10月～1年間。
　現在、同意が得られているメンバーは6名で下記のグループに分かれている。
	A群：基準群（何もしない）
	関　秀治様
	松川　順子様

	B群：体重測定群
	清水　秋男様
	前野　義勝様

	C群：栄養指導、体重測定群
	横町　浩様
	高柳　和子様


· B群は、月1回体重測定のフィードバックのみ行い栄養、運動についての介入はしない。

· C群は、月1回の栄養指導、体重測定。

＜利用者様情報＞

・繁名　和恵様～9/26(金)11時予約で市民病院受診し、血液検査をするとの事。

・高橋　洋子様～今朝本人より架電あり、頭痛があり来所が遅れると話している。その後定時に来所しており、少し良くなってきているが、左側頭部の頭痛が持続しているとのこと。バイタルは体温35.6℃、血圧121/75mmHgで異常はない。倦怠感の訴えも聞かれており、スタッフから安静にして過ごすように説明するが、運動療法へ参加する等、安静に過ごせていないことがある。運動終了後には横になる等安静に過ごしている。不調時に運動を行うことで、症状が悪化する可能性があるため、不調時は無理をしないよう声かけを行っていく。
・高柳　和子様～アパートの部屋の前に、ごみ袋を置かれることがあるとの事。ごみの中に「せきしたさとる」と書かれた当院の薬包が入っていたが知っているかスタッフに確認している。大家さんに相談して、伝えてもらうことをアドバイスすると「わかりました」と早口で話し、その場を去っている。その後、不機嫌さはない。その後、対応出来たか確認を行っていく。
・古舘　ヨリ様～グループホームに入居してから、家賃の支払い日が2日と固定されたことで、姉様が通帳に入金する日が25日と決まり、以前のように何度も郵便局に行かなくてもよくなったと話されている。
・種本　サハ様～今朝、部屋の電気をつけずに暗い中で服薬したところ、間違って昼食後薬を服用したと報告されている。中野Drに報告。朝食後薬を服用し、昼食後薬は服用せず、夕食後薬からは通常通り服用するように指示がある。不調の訴えや変わった様子はなく、普段通りに過ごされている。服薬する際は、きちんと電気をつけて薬包を確認するよう促していく。
・大久保康弘様～昨日、実家に行き次兄がもう危ないから、お金を準備するようにと長兄に言われて、通帳を解約して全額の30万円を次兄に渡してきたとの事。次兄は失明しており、心臓が悪いとの事。昔、大久保様が250万円借金して、次兄が返済してくれたことがあり、その後、母様が次兄に300万円返した為、解決しているが、次兄に申し訳ないことをしたと感じていたとの事。年金があるため、生活はなんとかなると話されている。グループホームの世話人には考えることがあって眠剤を1時に飲んだと話している。今後は、行動する前に相談して欲しいことを伝えている。
・岩城　敏夫様～一昨日、静養の為欠席している。発熱は無いが、咳、鼻汁は継続している。風邪薬を服用している為か、ぼんやりしており、行動もゆっくりである。今朝、青風荘でホールに降りてきても「○○を忘れた」と何度も行ったり来たりしていた為、無理をさせないように申し送りあり。来所後は移動時に一瞬ふらつくような動きが見られたが、その後はプログラムに通常通り参加されている。
・八木橋　牧雄様～昨日、歯科受診し、2本抜歯してきたとのこと。ロキソニン処方されている。来所時、体温37℃台あり、感冒症状はみられない。「歯の方からきている」と話されている。19：40体温38.0℃まで上昇し、頭がぼんやりすると訴えている。本日うみねこ幸房に来所できており、不調の訴えは聞かれていないとの事。
・村上　元道様～昨日来所時、体温36.9℃あり。19：50体温37.1℃。その他感冒症状はみられず、活気みられている。

・前野　義勝様～昨日来所時、体温37.4℃あり、「仕事で動いてきたからだよ」と話されている。感冒症状はみられない。18：30体温36.5℃まで解熱している。

＜事例検討＞

八木橋　牧雄　様（56）男性　主病名：アルコール依存症　利用日：月～金

検討内容目標と治療計画の見直し

長期目標：アルコールにより日中の生活に支障をきたさずに現状の生活を維持する。

中期目標：①再飲酒をせず、健康的な生活をおくることができる。

②不調があるときは、病院を受診する。
短期目標：①ストレスを溜め込まないよう、悩み事や不安がある際には日記に書いたり、関係機関に相談する。

②不調があるときは、スタッフに相談する。

③大事なことは、代用手段を用い、忘れないようにする。
治療計画：①連続飲酒に至らないよう、悩み事や不安を溜めずに相談出来るようになる。酒臭、手指振戦の有無、仕事や対人交流（家族も含め）でストレスを溜め込んでいないか確認する。飲酒があった際は、本人を責めず、飲酒に至った経緯を振り返る。飲酒をした時は正直に話して頂きたいことを説明する。

②身体不調をスタッフに相談できるようになる。訴えに対しては、具体的に確認し、必要時病院受診を促していく。

③大事なことは携帯電話のスケジュールに記載できるようになる。予定を忘れている様子があった際には、スケジュールへの記載を促す。
治療計画①について
・時々に飲酒している様子があり、酒臭や手指振戦、顔面紅潮、微熱がみられることがある。幸房やナイトケア通所には支障なく生活を維持できている。医師からも飲酒することはわかっており、飲酒しながらも今の生活を維持できれば良いのではと指示がある。

・飲酒に関しては家族のことを考える等、ストレスがあると飲んでしまうことがある様子。不満の訴えが多く、悩み事や不安は雑談の中で自分から話している。不満に対して、スタッフがプラスの方向に返答することで落ち着くことができている。

・8月に出勤してからロッカーに行き、ペットボトルから何か飲んでおり、飲酒している可能性もある。酒臭を確認すると、にんにくやアルコール消毒の臭いだとごまかしている。（うみねこ幸房より情報）

・眠気を訴えて、生活指導室で休むことがある。夜間の睡眠はとれていると話されている。
・うみねこ幸房は土曜日と月曜日が休みである。土曜日は外来があるが、日曜日の午後から月曜日のナイトケアまで時間があるため、その間に飲酒する可能性が高い。
⇒今後も飲酒してしまう前にスタッフに不満等を話して頂き、飲酒をした時は素直に表現して頂けるよう関わっていく。計画継続。
治療計画②について
・時折肩のはりを訴えることがあるが、最近は訴えが少なくなっている。微熱、手のしびれを訴えることもあり、飲酒が関係していることをごまかしている様子がみられる。

・現在は歯のぐらつきや歯茎の炎症があり、歯科受診中。

　⇒不調訴えを聞くことで、本人の不満・ストレス軽減を図っていく必要がある。必要時には、受診するように声掛けをしていく。計画継続。

治療計画③について
・自分から必要事項を携帯電話のスケジュールに記載し、スケジュール管理できている。

・うみねこ幸房では、仕事内容を忘れて作業が遅くなり、その作業はやらなくなっている。本人は、仕事内容を忘れたことを気づかれたくない様子である。また、他者に教えてあげると声を掛けられても、断っている。また、チラシの配布時にどのポストに入れたのか、わからなくなる為、スタッフが同行している。

・わからなくなったことを隠そうとしていることから、プライドの高さがうかがえる。
・畑仕事は得意で熱心に取り組んでいる。

・うみねこ幸房作業中、特定のスタッフに口調が荒くなることがある。以前は、不満は小声で聞こえないように話していたが、最近は相手に向かって口調荒く不満をぶつけることがあり、感情が抑えられなくなっている様子が窺える。

・ナイトケアでは、小声で不満を話しており、トラブルとなることはない。

⇒現在、うみねこ幸房以外での生活では、物忘れについて自分で対応できているため、目標達成・治療計画終了とする。物忘れや対人トラブルで問題があれば改めて計画検討していく。

検討結果
長期目標：アルコールにより日中の生活に支障をきたさずに現状の生活を維持する。

中期目標：①再飲酒をせず、健康的な生活をおくることができる。

②不調があるときは、病院を受診する。
短期目標：①ストレスを溜め込まないよう、悩み事や不安がある際には日記に書いたり、関係機関に相談する。

②不調があるときは、スタッフに相談する。

治療計画：①連続飲酒に至らないよう、悩み事や不安を溜めずに相談出来るようになる。酒臭、手指振戦の有無、仕事や対人交流（家族も含め）でストレスを溜め込んでいないか確認する。飲酒があった際は、本人を責めず、飲酒に至った経緯を振り返る。飲酒をした時は正直に話して頂きたいことを説明する。

②身体不調をスタッフに相談できるようになる。訴えに対しては、具体的に確認し、必要時病院受診を促していく。

<うみねこ幸房より情報提供>
・前野　義勝様～うみねこ幸房でやや苛立っている様子が見られているとの事。ナイトケアの時には、特に変化は見られていない。
・村上　元道様～「体重が増えてきたから気をつけなきゃ」と話され、ナイトケアで1回だけ間食を控えている様子が見られている。最近イライラ、ムズムズ感があり夜間の睡眠がとれず、遅刻してくることがあるとの事。

＜外来情報＞

・津嶋　イチ子様～ふくらはぎの痛みを訴えている。以前にも同じ症状があり、湿布で治ったと話されている為、今回も湿布が2袋されている。

